茶学術研究会公開シンポジウム
「食物と脳科学〜今すぐ役立つ脳機能ＵＰの食品〜」

平成29年2月10日（金）午前10時から11時30分
高蔵寺ふれあいセンター（愛知県春日井市）
茶 学 術 研 究 会

公益社団法人静岡県茶業会議所

　21世紀は、「心の時代」といわれる。確かに物質面では豊かになったが、果たして、精神面は満たされていると言えるでしょうか。また、高ストレス社会・超

高齢社会とも言われ、その中で、誰もが健康長寿を全うしたいと願っている。この社会情勢の中で「人間らしく健康・長寿」を保つには、「食と健康」は勿論、健全な脳機能の維持が重要である。
　今回は、緑茶の幾つかある効能の中で、脳機能との関わりについて，取り上げて解説する。

緑 茶 と 認 知 症
「緑茶と脳機能、及び、脳疾患との関わり」
　　緑茶特有アミノ酸であるテアニンは、お茶の旨味成分として機能しているば
　　かりでなく、脳内神経伝達物質にも影響をあたえ、動物実験では、記憶・学
　　習能を高め、ヒトボランティア試験ではリラックス効果などが確認されてい
　　る。

　　講師：横越 英彦（中部大学応用生物学部・教授）

　　　略歴　名古屋大学農学部・助手

　　　　　　静岡県立大学食品栄養科学部・助教授

　　　　　　静岡県立大学食品栄養科学部及び同大学院生活健康科学研究科・教授

　　　　　　静岡県立大学・名誉教授

　　　　　　中部大学応用生物学部・教授

「認知症予防：緑茶の効能を中心に」
　　高齢社会が進む中、認知症対策として食事を始めとした栄養学的アプローチ
　　が注目されています。本講演では，緑茶の認知機能低下に対する効能を，ヒ
　　トを対象とした研究成果を踏まえ概説します。

　　講師：山田 浩（静岡県立大学薬学部・教授）
　　　略歴　静岡県立総合病院研修医、その他
　　　　　　自治医科大学神経内科助手

　　　　　　浜松医科大学医学部附属病院治験管理センター・助教授

　　　　　　静岡県立大学薬学部・教授
